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統数研 種 村 正 美
§1. は じ め に
今まで提出されている液体構造論や融解論は,かなり成功しているように見える｡そ
れでもなお不足していると感 じられるのは粒子系の構造の幾何学的側面に対する認識 で
ある｡単純液体のモデルとして剛体球系がしばしば用いられるように,粒子間ポテンシ
ャルの詳細にあまり関係なく,粒子の体積排除効果が液体構造のあり方を決めている｡
特に剛体球系の場合,とりうる配置は純粋に幾何学的な制限を受けるので,配置を幾何
学的な量で表現することは有効であろう｡ 単純液体の場合もこれと本質的な差はなく,
液体構造の特徴の多くは幾何学的な言葉で表わされるだろう｡また融解現象に関して言
えば,現在の融解論は最初から長距離秩序を理論の中にとり入れている｡融解と凝固が
可逆過程であることを考えると望ましい理論としては,この両方を説明できることが重
要であろう｡ あらかじめ長距離秩序を仮定せずに連続空間において長距離秩序の出現を
記述するには幾何学量 (具体的には後で説明する Voronoi多面体など)による記述が
妥当であると考えられる｡
Bernalは液体を≪ 均質な,凝集した,そして本質的に不規則な≫ 粒子のあっまり
と見なし,単純液体の構造を幾何学的に表現することを試みた｡1)その中で彼は近傍の幾
何学量の統計分布に系の構造の特徴があらわれていることを見出し,統計幾何学という
方法を挺唱している｡ そののち,Mason,Finney,Colinsらによって研究がなされている
が,この方面のアプローチは今後もっと発展させるべきであろう｡ われわれはここでは
主に ColinsのReview2) に基いて現在までになされている統計幾何学の結果について,
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